




『息子 と恋人』にお ける 「黒 い神 」の 萌芽 について
『息子 と恋人』は、ロレンスの自伝的な小説であると言われているが、
自伝 そのもの とは異なっていることを先ず念頭に入れておかなければな
らない。作者 自身が手紙の中で 「母親の支配か ら逃れ られない息子の悲




生に迷って しまう、 とい う論 と、② ポールは母親の死によって新たな人
生へ向かって行 く、 という相異なる意見に分かれている。
しか し、筆者は、『息子 と恋人』の主題は必ず しもエディプス ・コンプ
レックスではなくて、ロレンスの 「黒い神」の思想 とキリス ト教の思想
の対立が、男と女の葛藤 として表れている。 と捉 える。つまり、彼の後
期の小説である 『カンガルー』や 『鱗羽の蛇』で顕著になる 「黒い神」が、
初期の小説である 『息子 と恋人』においてすでにかな り明白に表 されて







「黒い神」は、初期の詩集 『ごらん 僕達勝 ったんだよ!』 の 「切断」
とい う詩において登場 し、それは異教の神であるケル トの ドルイ ド僧の
信奉 した神 となっている。ロ レンスは、駆け落ち した人妻 フリーダを自
分の元に留めたい一心から「黒い神」へ祈っているのである。このように、
「黒い神」はロレンスの愛の守護神 として初登場 している。 この詩集が書
かれた時期 と同 じ頃、『息子 と恋人』は書かれ、この小説の完成に当って
はフリーダの意見 もかな り取 り込 まれている。 このようにロレンスの愛
の経歴が 『息子 と恋人』の主題 には大 きな影響を与えている。この小説
には、ロレンスが母親の支配を振 り切って一人前の男性 として成熟 して
行 く上で重要であった女性 との関わ り方を主題 としてお り、性愛の神で
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